
2006

6.15
No.28

KIKUCHI
CITY

豊
か
な
水
と
緑
、

光
あ
ふ
れ
る
田
園
文
化
の
ま
ち

広
報

家族や地域で考える
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新しい菊池市国民健康保険証
を郵送します

子宮がん施設（医療機関）検診
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　旭志小原地区の渡瀬川を乱
舞するゲンジボタルです。
　辺りが暗くなると同時に舞
い始め、たくさんの見物客の
目を楽しませてくれました。
（６月１日午後９時撮影）



85 人
分団員

上町・中町・下町・切明・迎町・
中央通・横町・立町・正院町・
栄町・東正観寺・西正観寺・
亘・築地・高野瀬・北原・立石・
片角

樋口　正博

第1分団

●区域

分団長

120人
分団員

辻・上西寺・中西寺・
南古閑・北古閑・下西寺・
神来・野間口・東原・深川・
大琳寺・北宮・大塚・村田・
上長田・下長田

緒方　哲郎

第6分団

●区域

分団長

42人
分団員

辺田・荒牧・台・瀬戸口・
高田

笠　　英輝

第11分団

●区域

分団長

74人
分団員

津留・小原・高柳・湯舟・
北桜ケ水・南桜ケ水・平

平山　　英

第16分団

●区域

分団長

49人
分団員

永出分・桜山一・桜山二・
桜山三・桜山四・桜山五・
桜山六・桜山七・桜山八・
桜山九・富納・永・永南

西　　文宏

第21分団

●区域

分団長

44人
分団員

南住吉・上住吉・北住吉・
飛熊

坂本　慎也

第22分団

●区域

分団長

54人
分団員

富出分・田中・富・朝日団地・
村吉・富の原中央・富の原台・
富の原東・富の原北・
富の原一・富の原西

松岡　安典

第23分団

●区域

分団長

42人
分団員

久米一・久米二・三万田・
高江・高江出分

御手洗　直

第24分団

●区域

分団長

51人
分団員

田島一・田島二・猪の目・岡・
平野・井戸方・佐野・糠泉

大住　和宏

第25分団

●区域

分団長

69人
分団員

小川・姫井・楠原・九ノ峰・
岩本・伊萩

岩根　道也

第17分団

●区域

分団長

58人
分団員

妻越・大迫・高永・伊坂

坂本　竜治

第18分団

●区域

分団長

47人
分団員

川上・川下・出分・
あさひが丘・川辺南団地・
片川瀬・尾足

松永　伸二

第19分団

●区域

分団長

47人
分団員

薬師・上高江・竹の下・
福本二・福本一・田吹

村田　義喜

第20分団

●区域

分団長

59人
分団員

甲佐町・新古閑・清水・宮園・
菰入・間所

中島　浩之

第12分団

●区域

分団長

48人
分団員

戸田島・田中・本村・加恵・
五海・西郷・羽根木・蟹穴

上村　智英

第13分団

●区域

分団長

34人
分団員

岩瀬・前川・板井・梶迫・林原・
元村

高野　和義

第14分団

●区域

分団長

40人
分団員

内島・打越・新村・小野崎・
大尺・松島・上橋田・
下橋田

牧岡　隆博

第15分団

●区域

分団長

63人
分団員

上出田・下出田・広瀬・
植古閑・木柑子・花房台

中林　洋一

第7分団

●区域

分団長

60人
分団員

今・甲森北・乙森北・上古閑・
上赤星・下赤星

森　　敏浩

第8分団

●区域

分団長

61人
分団員

堀切・稗方・遊蛇口・袈裟尾・
玉祥寺

水口　善助

第9分団

●区域

分団長

35人
分団員

山崎・上水次・下水次・岡田・
流川

西口　雅洋

第10分団

●区域

分団長

76人
分団員

松島・神鶴・柿木平・日向・
中原・藤田・上木庭・
下木庭

髙岡　信夫

第2分団

●区域

分団長

102人
分団員

鍋倉・佐野・原細永・日生野・
伊牟田・永山・伊野・杉生・
木護・柏・戸城・鉾の甲・
板井原・下組・長六・塚原・
岩平

緒方　陽一

第3分団

●区域

分団長

71人
分団員

雪野・寺小野・染土・長野・
龍門１・小木・鳳来・穴川

冨田　公喜

第4分団

●区域

分団長

101人
分団員

東迫間・西迫間・市野瀬・
中野瀬・七坪・太田・戸豊水・
大柿・平野・茂藤里・篠倉・
伊倉・道園・金峰・生味・
立門・木佐木・滝黒仁田・
古川

渡邉　明人

第5分団

●区域

分団長

団　長　村上　忠吉

旭志方面隊長　田崎　栄一

菊池北副方面隊長　緒方　一敏

旭志副方面隊長　芹川　博文 旭志副方面隊長　東　　謙一 泗水副方面隊長　井上　祐治 泗水副方面隊長　井藤　弘樹

菊池南副方面隊長　信岡富登志 七城副方面隊長　原　　邦博 七城副方面隊長　工藤　雅彦

泗水方面隊長　佐々木良一 菊池北副方面隊長　荒木　新勝 菊池南副方面隊長　塚﨑　英成

菊池北方面隊長　岩木　憲文 菊池南方面隊長　宮川　忠正 七城方面隊長　坂本　道博

問い合わせ先　安全対策課消防防災係　　☎（25）1111　　七城総合支所総務振興課　☎（25）1000
　　　　　　　旭志総合支所総務振興課　☎（37）3111　　泗水総合支所総務振興課　☎（38）2111

日ごろからの安全確認
　家の周りは安全ですか。災害が発生してから慌てることの
ないように、日ごろから近くの河川や堤防、がけ崩れしそう
な危険個所がないかを確認してみましょう。
　災害で避難が必要になった場合は、防災行政無線などで
指示があります。いざというときの避難場所などを確認し、
避難経路に危険がないかなども確認しておきましょう。
すぐにできる災害対策
　風水害の備えについて、家族や地域で話し合ったり、防災
訓練や防災活動をしたりするのも大切なことです。
　停電に備えて、懐中電灯などの災害用具をそろえることは

すぐにでもできる安全対策です。
　風水害だけでなく、地震などの災害に備えるためにも、懐
中電灯、携帯ラジオ、非常食、現金、救急用品、飲料水、衣
類などを準備しておきましょう。
　高齢者や子ども、病人、体の不自由な人が地域にいる場合
は、地域の人たちの手助けが必要です。消防団などと協力し
て、日ごろから協力体制を築いておきましょう。
　菊池市消防団では、村上忠吉団長以下 1,632 人の団員が、
25分団に分かれて活躍しています。団の幹部と組織は次の
とおりです。防災活動などの参考にしてください。
（敬称略）

　６月と７月は、一年の中で最も雨量が多い時期で、土砂災害が発生
しやすい時期でもあります。
　私たちの生命と財産を一瞬にして奪い、地域にも深刻な被害をもた
らす災害。災害を未然に防ぎ、被害を最小限に食い止めるためには「日
ごろの備え」と「早めの避難」を心がけることが大切です。 昨年、菊池市龍門で起きた土砂災害

家族や地域で考える災害対策
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TOPICSTOPICS

伝達式に参加した３人。右から田代くん、小池くん、宮崎くん

　お釈迦祭り奉納柔道大会が、鹿児島県志布志市の
志布志運動公園武道館でありました。鹿児島や宮崎、
熊本から約 30団体の小・中学生が参加して熱戦が
繰り広げられ、泗水町の新輝塾柔道場の子どもたち
が、低学年の部（21チーム）で準優勝しました。
　３年生の枠に２年生、４年生の枠に３年の女子が
出るなど不利なメンバーの中、強豪相手に前へ前へ
と向かってバタバタと倒していく姿は、指導者や保
護者に感動を与えていました。
　試合結果は、次のとおりです。（敬称略）
団体低学年の部
　準優勝　新輝塾柔道場
　先　鋒　木柑子隆介（永）
　次　鋒　後藤　龍真（西合志）
　中　堅　岩永　実奈（竹の下）
　副　将　中村　将也（西合志）
　大　将　上田　竜聖（熊本市）

4月23日（日）
志布志市お釈迦祭り奉納柔道大会

　七城小学校少年消防クラブが「優良クラブ」として
消防庁長官表彰を受け、菊池市役所で伝達式がありまし
た。
　式には、同クラブ長の田代大祐くん（６年）、副クラ
ブ長の小池裕也くん（６年）、旗手の宮崎樹弥くん（６年）
の代表３人が出席し、菊池広域連合消防本部連合長でも
ある福村市長から、賞状が手渡されました。
　３人は「これからもクラブ活動を協力して頑張ってい
きたいです」と話してくれました。
　同クラブは、平成 12年に結成され、同校の５・６年
生児童全員で構成されており、市の消防出初式で通常点
検を披露するなど、地域住民への火災予防のPRに努め
ていることなどが評価されました。
　この表彰は、毎年全国少年消防クラブ運営指導協議会
が行っているもので、全国の 29のクラブが優良と認め
られ、県内からの受賞は同クラブのみでした。同クラブ
の今後の活躍が、期待されます。

5月16日（火）七城小学校少年消防クラブが「優良クラブ」として消防庁長官表彰

　泗水町の新輝塾は、まだ１年になりませんが、幼稚園児から中
学生まで約 30人と県下最多の８人の指導者で、熱く・楽しく・
厳しく練習を頑張っています。
　月曜日から金曜日の午後６時 30分から、泗水中体育館の２Ｆ
で練習しています。興味がある人の見学をお待ちしています。

写真左から、木柑子くん、中村くん、上田くん、後藤くん、岩永さん

　熊本県城北地区塗装業協同組合（井上元生理事長）の古田喜範
専務理事と同組合青年部（笹井義親部長）が、菊池市役所庁舎通
路の壁や市長応接室などの塗装奉仕作業を行いました。
　同組合は、かねてより地域内の公共施設の奉仕作業を続けてお
り、菊池市役所は今回が２回目。自分たちの仕事の都合をつけて
参加した青年部の７人が作業を行いました。
　「どこの自治体も予算が限られていて、壁の塗装や補修でも小
さなところに目が届きにくくなっています。私たちのボランティ
ア作業でそれが少しでも改善され、市民の皆さんのためになるの
であれば、これからも続けたい」と語る古田専務理事。
　当日は土曜閉庁日でしたが、翌 14日（日）の市議選告示の準
備のために出勤した職員も多数いて、組合員たちのプロの技を活
かした手際のよい作業を目にして感嘆の声を上げていました。

5月13日（土）塗装業協同組合員が菊池市役所庁舎内の壁を塗装奉仕

塗装前の準備作業をていねいに行う組合員たち

　土曜体験教室「おもしろいスポーツを楽しもう !!」が、
菊池体育センターでありました。
　市内の小学生約 30人が参加し、カローリングやドッジ
ビー、花架拳（中国体操）の３種目を体験しました。
　カローリングとドッジビーは、これまでに経験している
子どもも多く、チームで作戦を立ててみんなで指示を出し
合いながら活動していました。
　花架拳は、子どもたち全員が初めての体験で、慣れない
ゆっくりとした動きに戸惑いながらも、先生の動きを見な
がら音楽に合わせて一生懸命手足を動かしていました。
　３種目を体験した子どもたちは「ドッジビーで当てるこ
とができて良かった」や「花架拳は難しかったけど楽しか
った」などと話してくれました。
　今回の教室では、これまでにカローリングやドッジビー
などを経験したことのある子どもたちが、初心者に教えな
がら、みんなで仲良くスポーツを楽しみました。

5月20日（土）第1回土曜体験教室

　元の菊池市議会議員の佐々木義辰さん（○菊　
古川）が、地方自治功労として「旭日単光章」
を受章されました。
　菊池市役所であった伝達式で、熊本県秘書
課の市原課長補佐から勲記と勲章が手渡され、
佐々木さんは「これまでの活動が評価されて、
とてもありがたく思います」と話されました。
　佐々木さんは、昭和 32 年４月に当時の菊
池町議会議員に当選し、以来 12年の永きにわ
たって市政の発展と住民福祉の向上に努力した
こと、また、菊池森林組合長として地場産業の
育成および地域発展に大きく寄与したことなど
が評価され、今回の受章となりました。
　「旭日単光章」は、地方自治に多大な貢献が
あり、満 88歳を迎える人におくられるもので
す。

6月1日（木）佐々木義辰さんが地方
自治功労で「旭日単光章」を受章

5月28日（日）2006Kikuchiホタルフェスタin旭志

　ホタルフェスタ in 旭志が小原グラウンドであり、
県内外からたくさんの家族連れや観光客などで賑わい
ました。
　開会式では、主催者を代表して実行委員会々長でも
ある福村市長が「地域の皆さんの取り組みと協力で、
これからもこの環境を守っていきたいと思います。今
日は、心身ともに癒してください」とあいさつ。
　特設ステージでは、旭志小学校児童たちの合唱・演
奏やメリーホッパーズのバトン演技、エンゼルストレ
ッチの踊り、イロゾジョビ合唱団の合唱、ほたる娘（中
学生）の踊り、七城天守太鼓が次々と披露され、会場
からは大きな笑いや拍手が起きていました。

　熊本陸上自衛隊第８音楽隊が、テレビアニメのメド
レーなど十数曲を演奏すると、すばらしい音色と歌声
に会場からは大きな拍手が送られました。
　会場には、商工会や旭志青年団、菊池市母子会など
の焼きそばや金魚すくい、かき氷、ホタルカレーなど
たくさんの夜店も並びました。
　また、会場横の二鹿来川や近くの渡瀬川では例年に
ないゲンジボタルの大乱舞を、湯舟地区ではヒメボタ
ルを見ることができ、訪れた人たちは幻想的な景色も
一緒に楽しみました。
　このまつりは、ホタルが乱舞するこの時期に合わせ
て、毎年開催されています。

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
挑
戦
す
る
子
ど
も
た
ち

「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章
し
た

佐
々
木
義
辰
さ
ん

旭志小学校３年生児童たちの合唱・演奏 陸上自衛隊第８音楽隊の演奏
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111
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検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

菊
池
市
で
も
、
４
月
に
実
施
し
た

検
診
希
望
調
査
を
も
と
に
医
療
機
関

で
の
子
宮
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

※ 

９
月
実
施
予
定
の
集
団
検
診
を
希

望
す
る
人
は
、
今
回
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

※ 

が
ん
検
診
指
針
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
原
則
と
し
て
２
年
に
１
回
の

検
診
に
な
り
ま
し
た
。
受
診
も
れ

が
な
い
よ
う
健
康
手
帳
な
ど
に
記

録
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
症
状

が
あ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
医

療
機
関
で
の
診
察
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性

※ 

昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
た
だ
し
、
妊
娠
中
・
婦

人
科
疾
患
治
療
中
の
人
は
除
き
ま

す
。

期　

間

　

７
月
１
日（
土
）〜
７
月
31
日（
月
）

※
日
曜
・
祭
日
を
除
く

持
参
す
る
も
の

　

問
診
票
、
料
金
１
、
６
０
０
円

（
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
）、
健
康
手

帳
（
持
っ
て
い
る
人
）、
健
康
保
険

証問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　

菊
池
市
で
は
、
平
成
18
年
度
金
婚

夫
婦
の
表
彰
者
を
把
握
す
る
た
め
に
、

区
長
さ
ん
を
通
し
て
調
査
を
し
て
い

ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
人
は
「
金
婚
夫
婦

該
当
者
の
調
査
」
の
回
覧
に
、
名
前

な
ど
の
記
入
漏
れ
が
無
い
か
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。
記
入
漏
れ
な
ど

が
あ
っ
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

該
当
者

　

金
婚
夫
婦
（
結
婚
満
50
年
）

※ 

昭
和
31
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
結
婚
し
た
夫
婦

※ 

平
成
18
年
１
月
１
日
以
降
、
配
偶

者
が
亡
く
な
っ
た
人
も
対
象
で
す
。

期　

限　

６
月
20
日
（
火
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

生
き
が
い
推
進
課

と　き　７月３日（月）
　　　　午前９時 30分～午前 11時 30分
　　　　午後０時 30分～午後１時 30分
ところ　旭志公民館
　　　　（旭志多目的研修センター）
内　容　200ml・400ml 献血
　現在、400ml 献血の需要が大変大きくなっ
ており、基準を満たしている人には、400ml
の献血をお願いしています。また、服薬につ
いても基準が若干変更になっており、薬を飲
んでいる人でも、献血をお願いできる場合も
あります。皆さんのあたたかいご協力をお願
いします。
　平成 16年 10 月から献血の安全性向上の
ため、運転免許証やパスポートなどの身分証
明証による本人確認をお願いしています。趣
旨をご理解の上、ご協力をお願いします。
　また、献血カードを持っている場合は一緒
に持参してください。
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

献血のご協力をお願いします

※ 口座振替を利用している人は、６月
26日（月）に振替を行いますので、
残高の確認をお願いします。

●市県民税第 1期

６月の「税」の納期限
問い合わせ先　税務課

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

七城総合支所　�（25）1000

旭志総合支所　�（37）3111

泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

●ＢＣＧ
と　き　６月 29日（木）
　　　　午後１時 30分～午後２時
ところ　菊池市文化会館
対象者　生後３カ月以上６カ月未満の乳児

●ポリオ
と　　き ところ

６月15日（木）午後１時 30分
～午後２時

旭志老人憩いの家
「太陽の家」

６月20日（火） 菊池市文化会館

対象者　実施日に生後３カ月～ 90カ月
　　　　（７歳６カ月）未満の乳幼児

●麻しん（はしか）・風しん
　菊池市では、風しんワクチン不足のため、平
成 18年３月 31日までに風しん予防接種がで
きなかった人について、接種費用を一部負担し
ます。
期　限　９月 30日（土）まで
実施機関　菊池市が委託する医療機関
※事前の予約が必要です。
対象者
　生後 24月（満２歳）～ 90月未満（７歳６
カ月未満）で、平成 18年３月 31日までに麻
しんの予防接種が済んでいる人（罹患を含む）。
※市が委託する医療機関以外での接種を希望す
る場合は、事前に健康推進課または各総合支所
窓口で、母子健康手帳を持参のうえ手続きをし
てください。事前に届出がない場合には接種料
金は補助できませんので、注意してください。

６月の予防接種
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

　

老
人
医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
次
の
②
ま
た
は
③
に
該
当

す
る
人
は
、
申
請
し
て
認
定
さ
れ
る

と
減
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
、
入
院

し
た
時
に
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担

金
と
食
事
負
担
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

既
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
も

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。　

※ 

万
が
一
入
院
す
る
時
は
、
老
人
医

療
受
給
者
証
な
ど
と
一
緒
に
減
額

認
定
証
を
忘
れ
ず
に
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
院
時
の
食
事
負
担
金
な
ど
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

受
付
期
間　

８
月
１
日
（
火
）
か
ら

随
時
受
け
付
け
。
た
だ
し
、
更
新

の
申
請
は
８
月
31
日
（
木
）
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。そ
れ
以
降
は
、

認
定
期
間
が
変
わ
り
ま
す
。

認
定
期
間　

申
請
し
た
月
の
初
日
か

ら
平
成
19
年
７
月
31
日（
火
）ま
で

受
付
場
所　

健
康
推
進
課
、
各
総
合

支
所
民
生
課
窓
口

申
請
に
必
要
な
も
の　

老
人
医
療
受

給
者
証
、
健
康
保
険
証
、
健
康
手

帳
、
印
鑑
、
医
療
機
関
発
行
の
領

収
書
（
８
月
１
日
現
在
長
期
認
定

に
該
当
す
る
人
）、
平
成
18
年
１

月
２
日
以
降
転
入
し
た
人
は
、
所

得
証
明
書
の
提
出
を
お
願
い
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
国

保
・
医
療
給
付
係
、
各
総
合
支
所

民
生
課

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日

（
月
）
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
を
７
月
中
旬
に
郵

便
局
の
「
配
達
記
録
」
で
該
当
世
帯

に
送
付
し
ま
す
が
、
本
人
や
世
帯
員

の
受
け
取
り
が
必
要
で
、
留
守
な
ど

の
場
合
は
郵
便
局
留
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
証
は
住
民
票
と
同
じ

住
所
に
送
り
ま
す
の
で
、
送
付
先
の

変
更
（
入
院
な
ど
）
を
希
望
す
る
場

合
は
、
６
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
次

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
国

保
・
医
療
給
付
係
、
各
総
合
支
所

民
生
課

①一般、現役並みの所得がある人
•入院時の食事負担は 1食につき 260円

②世帯全員が市民税非課税の場合（区分Ⅱ）
•入院時の食事負担は 1食につき 210円
※入院一部負担金は、月に 24,600 円が限度。
※ 長期入院の場合は、過去 12カ月の認定期間内に入院が 90日
を越えたときは、再度申請すると１食につき 160円。

③ 世帯全員が市民税非課税で、世帯全員の各所得が０円、かつ
年金収入が 80万以下の場合（区分Ⅰ）　

•入院時の食事負担は１食につき 100円
※入院一部負担金は、月に 15,000 円が限度。

内閣総理大臣名の書状を贈呈します
請求期限は、平成 19年３月 31日（土）までです

　先の大戦で、外地など（事変地の区域または戦地の区
域）に派遣され、戦時衛生勤務に従事された旧日本赤十
字社救護看護婦および旧陸海軍従軍看護婦の人（慰労給
付金受給者は除く）に対して、そのご苦労に報いるため
内閣総理大臣名の書状を贈呈しています。
　請求書用紙は、菊池市役所福祉課、各総合支所民生課
に用意しています。
問い合わせ先　福祉課福祉係

子宮がん施設検診実施医療機関
黒川産婦人科
医院

齋藤産婦人科
医院

米田産婦人科
医院

・午前９時
　～午後１時
・午後２時30分
　～午後６時
※水曜・土曜の
午後は休診
※第４木曜は午
前中か午後４時
以降にお越しく
ださい

・午前９時
　～正午
・午後２時
　～午後６時
※木曜・土曜の
午後は休診

・午前８時30分
　～正午
・午後２時
　～午後６時
※木曜・土曜の
午後は休診

　村
むらかわ

川尚
しょうこ

子さんが開いた、菊池北
中学校や菊池夢美術館での、１年
間の「絵手紙教室」の作品を展示
します。
と　き　６月 22日（木）～
　　　　７月９日（日）
　　　　午前９時～午後６時
　　　　※６月 27日（火）は休館日
ところ　菊池夢美術館
問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155

絵 手 紙 展

　日本全国で「国民健康保険庁」を名乗る機関から不審な督促状が出回っ
ているようです。国民健康保険負担割合変更の調査に伴い、期限内に連絡
をしないと国民健康保険の使用を差し止めるなどの内容になっています。
　「国民健康保険庁」という機関は、実在しませんので、督促状に書いて
ある連絡先には電話などせず、また、お金を振り込むよう要求されても決
して応じないようにしてください。
　熊本県内でも、同様の督促状が確認されています。十分に注意してくだ
さい。
問い合わせ先　健康推進課、各総合支所民生課

「国民健康保険庁」を名乗る架空請求に注意してください

子
宮
が
ん
施
設（
医
療
機
関
）検
診

４
月
に
実
施
し
た
検
診
希
望
調
査
を
も
と
に

を
実
施
し
ま
す
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
「
輝き

な
っ
せ
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
学
習
会

お
よ
び
親
子
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

参
加
者
募
集

　

菊
池
の
秘
境
に
て
、
座
禅
、
精
進

料
理
を
体
験
し
、
親
子
で
ふ
れ
あ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

物
の
豊
か
な
現
代
で
、
本
当
の
こ

こ
ろ
、
物
の
大
切
さ
を
知
る
よ
い
機

会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
の
お
悩
み
は
、
あ

り
ま
せ
ん
か
？
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

些
細
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
23
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

と 

こ
ろ　

聖
護
寺
（
菊
池
市
鳳
来
）

お
よ
び
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

（
菊
池
市
七
城
）

対 

象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
父
さ

ん
と
子
ど
も
（
会
場
の
都
合
で
、

10
組
程
度
）

※ 

先
着
順
受
付
と
し
ま
す
。
お
早
め

に
申
し
込
み
（
予
約
）
く
だ
さ
い
。

内 　

容　

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
▼
子

育
て
講
演
▼
座
禅
体
験
▼
精
進
料

理
体
験
▼
個
別
相
談
（
子
育
て
の

悩
み
な
ど
）
▼
情
報
交
換
・
交
流

会
参
加
費　

無
料

※ 

た
だ
し
、
入
浴
料
の
み
個
人
負
担

と
な
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

７
月
７
日
（
金
）
ま
で

に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ
ガ

キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
令
・

電
話
番
号
・
相
談
希
望
の
有
無
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
市
隈
府
１
２
７
２
‐
10

　

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局

　

福
祉
課
（
石
淵
、
平
本
）

　

☎
（
25
）
０
６
８
９

　

Fax
（
24
）
５
９
７
８

　

も
う
す
ぐ
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー「
輝
な
っ
せ
」

で
は
、
障
害
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

（
中
学
生
〜
高
校
生
）
が
夏
休
み
中

も
、
伸
び
伸
び
と
安
全
に
、
楽
し
く

過
ご
せ
る
場
に
な
る
よ
う
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
経
験
を
積

み
、
よ
り
楽
し
く
夏
休
み
を
送
れ
る

よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。 　

申
し
込
み
は
、
７
月
10
日
（
月
）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

期 　

間　

７
月
21
日
（
金
）
〜
８
月

31
日
（
木
）
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分

場 　

所　

在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
「
輝

な
っ
せ
」
菊
池
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
１
Ｆ
（
旧
徳
永
耳
鼻
科
跡
）

主
な
内
容

○ 

室
内
遊
び
の
相
手
（
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
・
絵
描
き
な
ど
）

○
野
外
活
動
に
一
緒
に
参
加
す
る

　

 （
プ
ー
ル
・
川
遊
び
・
ダ
イ
エ
ッ

ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
街
歩
き
・
ピ

ク
ニ
ッ
ク
な
ど
）

○
制
作
活
動
の
補
助
・
準
備

○
宿
題
・
学
習
の
お
手
伝
い

※ 

楽
し
く
安
全
に
活
動
す
る
た
め
に

事
前
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー「
輝
な
っ
せ
」

　

担
当　

小
倉
・
仙
波

☎
（
24
）
５
６
６
７

主　

催　

財
団
法
人　

熊
本
さ
わ
や

か
長
寿
財
団

受
講
資
格　

県
内
在
住
者
で
60
歳
以

上
の
人（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
）

会　

場　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
熊
本
市
南
千
反
畑
町
３
‐
７
）

参
加
費　

５
０
０
円

※ 
こ
の
ほ
か
材
料
費
実
費
負
担
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
応
募
と

し
ま
す
。

　

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
・
受
講
希
望
講

座
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

７
月
31
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
締
め
切
り
が
過
ぎ
て
も
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
定
員
に
達

す
る
ま
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

財
団
法
人

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

〒
８
６
０
‐
０
８
４
２

　

熊
本
市
南
千
反
畑
町
３
‐
７

　
（
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
）

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３

　

Fax
０
９
６
（
３
５
４
）
３
１
０
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w
w
.sa

w
a
ya
ka
.o
r.jp

　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
を
、
熊
本
県
知
事
の
指
定
を
受

け
、
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

試
験
期
日　

10
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
開
始

試
験
会
場

　
（
１
）
熊
本
学
園
大
学

　
（
２
）
熊
本
大
学

※ 

試
験
会
場
は
、
受
験
者
が
指
定
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
験
資
格

　

原
則
と
し
て
、
保
健
、
医
療
、
福

祉
の
分
野
で
通
算
５
年（
一
部
10
年
）

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人
（
詳

細
は
「
試
験
案
内
」
に
掲
載
）。

試
験
案
内
の
配
付
期
間

　

６
月
12
日（
月
）〜
７
月
14
日（
金
）

試
験
案
内
の
配
付
場
所

•
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉

人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
）

•
各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
支

所
含
む
）

•
熊
本
県
高
齢
者
支
援
総
室
、
熊
本

市
介
護
保
険
課

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
試
験
案
内

の
郵
送
に
よ
る
配
付
は
行
い
ま
せ

ん
。

受
験
申
込
の
受
付
期
間

　

７
月
３
日（
月
）〜
７
月
14
日（
金
）

受
験
申
込
の
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
は
、「
試
験
案
内
」

巻
末
の
専
用
封
筒
を
使
用
し
、
１
通

に
つ
き
１
人
分
を
、
必
ず
簡
易
書
留

で
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉

人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
）
宛
に
郵
送

（
７
月
14
日
の
消
印
有
効
）
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

持
参
に
よ
る
申
込
書
の
受
付
は
行

い
ま
せ
ん
。

実
務
研
修
の
予
定

　

実
施
時
期

　
　

１
月
〜
３
月
の
間
６
日
間

　
　
（
前
期
３
日
、
後
期
３
日
）

　

実
施
会
場　

熊
本
市
内

問
い
合
わ
せ
・
受
験
申
し
込
み
先

（
試
験
実
施
機
関
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

　

社
会
福
祉
法
人

　

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
６
０
‐
０
８
４
２

　

熊
本
市
南
千
反
畑
町
３
‐
７

　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

　

☎
０
９
６
（
３
２
２
）
８
０
７
７

さわやか知恵袋講座開催日程
講座名（会場） 月　日 時　間 定員

南京玉すだれ
（第４会議室） ９月５日（火）・12日（火）・

19日（火）・26日（火）
午前10時
～正午 20人

お手玉
（第４会議室） ９月５日（火）・12日（火）・

19日（火）・26日（火）
午後1時30分
～午後３時30分 20人

折り紙
（第３会議室）

９月６日（水）・13日（水）・
27日（水） 午後1時30分

～午後３時30分 20人

10月４日（水）

フラダンス
（研修ホール）

９月 13日（水）・20日（水）・
27日（水） 午前10時

～正午 25人

10月４日（水）

マジック
（第４会議室） ９月７日（木）・14日（木）・

21日（木）・28日（木）
午後1時30分
～午後３時30分 20人

竹細工・玩具づくり
（第３・４会議室） ９月８日（金）・15日（金）・

22日（金）・29日（金）
午前10時
～正午 20人

ペーパークラフト
（第３・４会議室） ９月８日（金）・15日（金）・

22日（金）・29日（金）
午後1時30分
～午後３時30分 20人

　高度に情報化が進展し、消費者問題が複雑化、多様化す
る中、自立した消費者になるためには、自ら情報を収集し
自己決定できる能力を身に付ける必要があります。
　そこで、県消費生活センターでは、セミナーを通してく
らしに役立つ知識や情報を提供し、賢い消費者になるため
のお手伝いをします。
　あなたも受講してみませんか。
主　催　熊本県消費生活センター
会　場　熊本県消費生活センター４階研修室
　　　　（熊本市水道町 14-15）

熊
本
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

開催日 テーマ 講　師
６月 20日（火）

午後１時 30分
～午後３時30分

消費生活相談の概要～悪質商法の傾向と対策～ センター職員
７月 25日（火） 「振り込んでください」架空請求の実態と対処法 センター職員
８月 25日（金） 消費者金融の金利の実態～グレーゾーン金利～ 弁護士　森　徳和　氏
９月 26日（火） 儲かります !?＜第１弾＞投資話、未公開株の実態と対処法 センター職員
10月19日（木） 儲かります !?＜第２弾＞マルチ商法、内職商法の実態と対処法 センター職員
11月21日（火） くらしの中の危険と食情報～相談事例から学ぶもの～ センター相談員
12月８日（金） 「ごめんください」訪問販売の実態と対処法 センター職員
１月 18日（木） 「もしもし」電話勧誘販売の実態と対処法 センター職員

受講者募集
受講料　無　料
定　員　各講座　先着 60人
※各講座とも定員になりしだい締め切ります。
申込方法
　電話または FAXにて、下記の申し込み先へ直接申し込
んでください。
※１講座でも全講座でも可。
● 駐車場がありませんので、公共交通機関または有料駐車
場をご利用ください。
問い合わせ・申し込み先
　〒 860-0844　熊本市水道町 14-15
　熊本県消費生活センターセミナー係
　☎ 096（359）0178　　Fax096（354）4840

くらしのセミナー

事業内容
　介護予防事業におけるケアマネージ
メント業務、介護予防指導業務
募集人員　４人
資格要件
　介護支援専門員、保健師、訪問看護
の経験のある看護師
勤務先　菊池市役所地域包括支援課
勤務日数　月 20日程度（週 30時間）
勤務時間
　午前８時 30分～午後５時 15分
報　酬　月額 134,000 円
申し込み方法
　７月７日（金）までに、履歴書を地
域包括支援課へ提出してください。
選 考方法　書類審査および面接（面接
日は後日連絡）

問い合わせ・申し込み先
　地域包括支援課包括支援係

菊池市地域包括支援センター
嘱託職員募集

　
「
さ
わ
や
か
知
恵
袋
」
に
登
録
し
て
い
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
長
年
培
っ
て
き
た
伝
承
遊

び
や
趣
味
で
会
得
し
た
技
術
を
伝
承
し
ま
す
。

　

受
講
者
に
は
受
講
後
、
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
に
携
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
高
齢
者
の
活
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
趣
味
や
特
技
に
と
考
え
て
い
る
人
も
大
歓
迎
で
す
。

さ
わ
や
か
知
恵
袋
講
座
受
講
生
募
集
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

菊
池
市
緑
化
推
進
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

福
岡
県
で
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病

（
Ｎ
Ｄ
）
が
発
生
し
ま
し
た

　

豪
雨
な
ど
で
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
国
や
市
の
補
助
事
業
で
復
旧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
国
庫
災
害
復
旧
事
業

　

農
地
（
田
畑
）
お
よ
び
農
業
用
施

設
（
農
道
や
水
路
な
ど
）
で
事
業

費
が
40
万
円
以
上
の
も
の
が
対
象
で
、

地
元
（
受
益
者
）
負
担
が
あ
り
ま
す
。

基
本
補
助
率

•
農
地
の
場
合

　

 

地
元
負
担
40
％
、
国
庫
補
助
50
％
、

市
補
助
10
％

•
農
業
用
施
設
の
場
合

　

 

地
元
負
担
20
％
、
国
庫
補
助
65
％
、

市
補
助
15
％

②
菊
池
市
小
災
害
復
旧
事
業

　

次
の
事
業
費
の
２
分
の
１
の
額
を

補
助
し
ま
す
。

•
農
地
（
田
畑
）
の
場
合

　

崩
土
除
去
な
ど
に
要
し
た
機
械
借

上
料
が
５
万
円
以
上
10
万
円
以
下
の

も
の

• 

農
業
用
施
設
（
農
道
・
水
路
な
ど
）

の
場
合

　

事
業
費
が
５
万
円
以
上
40
万
円
以

下
の
も
の

※
①
・
②
ど
ち
ら
か
の
事
業
で
復
旧

を
希
望
す
る
場
合
は
、
各
区
長
さ

ん
の
取
り
ま
と
め
に
な
り
ま
す
の
で
、

災
害
発
生
後
３
日
以
内
に
災
害
箇
所

の
属
す
る
区
長
さ
ん
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
後
、
現
地
確
認
な
ど

を
し
て
、
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
区
長
さ
ん
へ
の
連
絡
は
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

被
災
箇
所
、
被
災
種
別
（
田
・
畑
・

農
道
・
水
路
な
ど
）、
被
災
規
模
（
延

長
・
高
さ
・
幅
な
ど
）、
耕
作
者
名
、

代
表
者
名
、
電
話
番
号

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
整
備
課
農
林
工
務
係
、

　

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

菊
池
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で
は
、

菊
池
市
内
の
緑
化
事
業
（
植
樹
や
花

の
植
栽
）
を
実
施
す
る
団
体
な
ど
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

補
助
対
象
団
体

　

菊
池
市
内
の
各
行
政
区
お
よ
び

小
・
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

団
体
。

補
助
対
象
経
費

　

植
樹
や
花
の
植
栽
時
の
苗
木
、
花

苗
、
種
子
お
よ
び
堆
肥
代
（
原
材
料

費
の
み
）。

補
助
金
限
度
額

　

１
カ
所
あ
た
り
５
万
円
以
内

※
た
だ
し
、
他
の
補
助
金
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
事
業
に
対
し
て
は
補
助

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申
請
受
付
期
間

　

11
月
末
日
ま
で

※
こ
の
緑
化
推
進
事
業
は
市
民
の
皆

さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
緑

の
募
金
に
よ
る
交
付
金
「
緑
の
募
金

事
業
交
付
金
」
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
金
は
申
請
数
の
多
少

に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
み
ど
り
推
進
協
議
会

　
（
菊
池
市
役
所
農
林
振
興
課
内
）

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
と
は
？

　

鶏
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
性
の
急
性
伝

染
病
で
、
伝
染
力
が
強
く
致
死
率
が

高
い
こ
と
か
ら
、
家
畜
伝
染
病
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

症
状
は
、
元
気
消
失
、
緑
色
下
痢
、

呼
吸
器
症
状
、
神
経
症
状
が
認
め
ら

れ
、
発
症
後
１
〜
３
日
で
急
死
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
は
、

鳥
類
特
有
の
病
気
で
、
人
に
感
染
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対　

策

○ 

衛
生
管
理
、
農
場
へ
の
立
入
制
限

を
行
い
ま
し
ょ
う

　

Ｎ
Ｄ
に
限
ら
ず
、
全
て
の
病
気
は

飼
養
環
境
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
で
侵

入
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
者
以
外
の
農
場
内
へ

の
立
入
制
限
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
野
鳥
と
の
接
触
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

Ｎ
Ｄ
は
、
野
鳥
な
ど
に
広
が
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○ 

異
常
鶏
の
早
期
発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う

　

異
常
鶏
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、

家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た
は
獣
医
師
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○ 

Ｎ
Ｄ
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ

て
予
防
で
き
ま
す

　

確
実
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
発

症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

異
常
鶏
を
発
見
し
た
場
合
や
不
明

な
点
は
、
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た
は

獣
医
師
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
（
46
）
２
０
７
５

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人
は
、

浄
化
槽
法
に
よ
り
定
期
的
な
維
持
管

理
（
保
守
点
検
・
清
掃
）
と
法
定
検

査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

保
守
点
検
や
法
定
点
検
は
、
浄
化

槽
が
正
常
に
作
動
し
て
い
る
か
、
放

流
す
る
水
質
は
保
た
れ
て
い
る
か
を

確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
清
掃
は
維
持
管
理
の
う
え

で
と
て
も
重
要
な
作
業
で
す
。

　

浄
化
槽
に
流
れ
込
ん
だ
汚
水
は
、

浄
化
槽
の
機
能
で
浄
化
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
過
程
で
必
ず
汚
泥
な
ど
の
固
ま

り
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
溜
ま
り

過
ぎ
る
と
浄
化
槽
の
機
能
に
支
障
を

き
た
し
、
処
理
が
不
十
分
に
な
っ
た

り
、
悪
臭
の
原
因
と
な
っ
た
り
し
ま

す
。

　

そ
こ
で
汚
泥
を
抜
き
取
り
、
浄
化

槽
内
の
装
置
や
機
械
な
ど
の
掃
除
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
清
掃　

毎
年
１
回
以
上
実

施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

未
実
施
の
人
は
、
市
か
ら
「
浄
化

槽
清
掃
業
」「
収
集
運
搬
業
」
の
許

可
を
受
け
た
業
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

私
た
ち
共
有
の
財
産
で
あ
る
、
美

し
く
き
れ
い
な
河
川
を
守
る
た
め
、

保
守
点
検
・
清
掃
並
び
に
法
定
検
査

は
設
置
者
（
管
理
者
）
の
義
務
と
し

て
必
ず
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
管
理
係

発生の概要
発生月日 発生場所 品　種 経　緯

H18.3.4 福岡県朝倉郡
愛玩鶏 44羽飼養 愛玩鶏 ３／１、３／２に、８羽死亡。同居鶏も元気消失、神経症状。

ワクチン未接種。

H18.3.17 福岡県山門郡
採卵鶏約 13万羽飼養 採卵鶏 ３／ 13から、１日に数十羽死亡。同居鶏も元気消失、

神経症状。不適切なワクチン接種により発症。

H18.5.3 福岡県小郡市山隅
愛玩鶏 120羽飼養 愛玩鶏 ４／ 30、５／１に３羽死亡。飼養者は自衛殺を希望。

H18.5.9 福岡県朝倉市子隈
愛玩鶏 224羽飼養 愛玩鶏 ５／７に元気消失。１日に１～２羽死亡を確認。自衛殺

処分済み。

平成17年に起きた農地災害

公
共
事
業
入
札
の
公
表

入札（開札）日：4月28日（金） 入札（開札）場所：菊池市役所3階大会議室

件　名
予定価格（税込・円）

落札者 指　名
業者数

事　業
担当課落札額（税込・円）

平成18年度
旭志中学校屋根防水改修工事

33,035,000
西照工業㈱ 10 教育

総務課16,485,000

入札（開札）日：5月18日（木） 入札（開札）場所：菊池市役所3階第1委員会室

平成18年度
本庁舎アスベスト撤去工事

12,876,000
豊住建設 9 財政課

12,600,000
※その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前８時30分～午後５時）できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

と　き　７月 30日（日）午前 10時～午後５時
ところ　七城町鴨川公園
　　　　※雨天の場合、会場移動して実施します。
内　容　 家庭に眠っている衣類や小物などをリサイクルすること

を目的としたフリーマーケット　※スペースは、１テン
トの 1/4 で、先着 50人とさせていただきます。

出店にかかる費用　テント借用代として１スペース 1,000 円。
出店対象者　趣旨に賛同する人なら、誰でも参加可能です。
問い合わせ先　七城町商工会　☎（25）1669

６月18日（日）の夜は電気を消して、
スローな夜を楽しんでみませんか？

　環境省では、これまでの「大量生産・大量消費・大量
廃棄物のライフスタイル」から、「持続可能で質を重視
する循環型のライフスタイル」への転換を図るため、様々
な実践事例や取組み、省エネ技術・製品などについて普
及・啓発をしています。
　そうした取組みを広げるため、「こうすれば温暖化を
防げる」といった“気付き”を伝え、「消灯 =スイッチ・
オフ」を呼びかけています。
　今年も、６月 17日（土）～６月 21日（水・夏至の
日）の５日間、「CO2 削
減／ライトダウンキャン
ペーン」を実施すること
とし、特に６月18日（日）
の夜を「ブラックイルミ
ネーション 2006」と題
し、午後８時～午後 10
時の２時間、ライトアッ
プ施設や各家庭の電気を
一斉に消すことを呼び掛
けることとしています。
問い合わせ先
　熊本県環境政策課
　☎ 096（333）2266

•「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」
　６月17日（土）～６月21日（水・夏至の日）
•「ブラックイルミネーション2006」
　６月18日（日）午後８時～午後10時

　棚田、広がる田んぼの中で、古代の風を感じなが
ら、赤米、黒米などの古代米づくりを体験しません
か？
　このイベントでは、地元の農産加工品の試食販売
なども行われます。家族や友人などを誘って、ぜひ、
ご参加ください。
と　き　６月 25日（日）
　　　　午前 10時～午後３時（小雨決行）
※天候により、変更となる場合があります。
集合場所　菊池市下河原松島区公民館
定　員　40人
申し込み方法
　６月 21日（水）まで、
菊池市役所農林振興課で
先着順に電話で受け付け
ます。
参加費用
　１人あたり 1,000 円
　※小学生以下は無料。
問い合わせ先
　農林振興課農政係

ライトダウンキャンペーン
古代米の田植え体験 農

地
・
農
業
用
施
設
の

災
害
復
旧
助
成
事
業
を
利
用
で
き
ま
す

浄
化
槽
の
清
掃
は
、必
ず
実
施
し
ま
し
ょ
う

参加者
募　集

フリーマーケット出店者募集第13回七城映画の日

CO2削減

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

飼い主の皆さん、
最後まで責任を持って
世話をしてください

泣いている
犬やねこがいます

○
第
13
回
丸
山
薫
賞

○
九
州
芸
術
祭
文
学
賞

　

平
成
18
年
度
作
品
（
小
説
）

○
第
４
回

　

全
国
地
域
映
像
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

と　

き　

７
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

内　

容

　

心
肺
蘇
生
法
、
ケ
ガ
の
応
急
処
置
、

止
血
法
な
ど

　

菊
池
北
消
防
署
の
皆
さ
ん
に
指
導

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
ざ
」
と
い
う
時
の
た
め
に
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
先

　

児
童
セ
ン
タ
ー☎

（
24
）
３
４
７
２

と　

き　

７
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

定　

員　

20
人

参
加
費　

２
０
０
円

対
象
者　

市
内
小
学
生

申
し
込
み

　

７
月
５
日
（
水
）
ま
で
に
、
児
童

セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

児
童
セ
ン
タ
ー☎

（
24
）
３
４
７
２

　

防
衛
庁
で
は
、
平
成
18
年
度
職
員

Ⅲ
種
（
高
校
卒
業
程
度
）
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間

　

７
月
３
日（
月
）〜
７
月
19
日（
水
）

試
験
区
分

　

一
般
事
務
、
電
気
、
機
械
、
土
木
、

建
築

受
験
資
格

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

第
一
次
試
験
日　

９
月
24
日
（
日
）

防
衛
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w
w
.jd
a
.g
o
.jp
/

問
い
合
わ
せ
・
受
験
案
内
等
請
求
先

　

〒
８
１
２
‐
０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区

　

博
多
駅
東
２
‐
10
‐
７

　

福
岡
防
衛
施
設
局

　

総
務
部
総
務
課
人
事
係

　

☎
０
９
２
（
４
８
３
）
８
８
１
５

と　

き　

▼
１
回
目　

７
月
15
日

（
土
）
〜
16
日
（
日
）
１
泊
２
日
▼

２
回
目　

７
月
30
日
（
日
）
〜
８
月

６
日
（
日
）
７
泊
８
日

と
こ
ろ　

熊
本
県
立
天
草
青
年
の
家
、

御
所
浦
町
黒
島

対　

象　

小
学
生
（
４
年
生
以
上
）、

中
学
生

募
集
人
員　

36
人

日　

程　

▼
１
回
目　

野
外
炊
飯
実

習
、
無
人
島
で
の
活
動
計
画
と
準
備
、

班
旗
づ
く
り
な
ど
▼
２
回
目　

自
分

た
ち
で
創
る
無
人
島
生
活
（
と
ん
と

こ
漁
、
磯
探
検
、
海
水
浴
、
い
か

だ
づ
く
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、

花
火
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
）

参
加
費　

１
８
、０
０
０
円
（
食
事

代
・
保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・

学
校
名
・
学
年
・
保
護
者
氏
名
・
電

話
番
号
・
返
信
用
住
所
氏
名
を
明
記

し
、
締
切
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
締
切
日

　

６
月
28
日
（
水
）
必
着

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
立
天
草
青
年
の
家

　

☎
０
９
６
９
（
56
）
１
６
５
０

　
「
菊
池
市
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
の
９
ペ
ー
ジ
《
本
庁
第
１
庁
舎

見
取
り
図
》
の
１
Ｆ
に
、
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

　

正
し
く
は
、
市
民
部
健
康
推
進
課

で
す
。

○
第
13
回
丸
山
薫
賞

対 

象
詩
集　

平
成
17
年
４
月
１
日
〜

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
刊
行

さ
れ
た
現
代
詩
集

応
募
締
切
日　

７
月
31
日
（
月
）

応
募
先

　

愛
知
県
豊
橋
市
役
所
文
化
課

○
九
州
芸
術
祭
文
学
賞

応 

募
作
品　

小
説
。
未
発
表
作
品
一

編
に
限
る
。
同
人
誌
を
含
め
既
発

表
作
品
は
不
可
。

応 

募
条
件　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
55
枚
か
ら
60
枚
ま
で
。

応
募
締
切
日

　

８
月
31
日
（
木
）
必
着

応 

募
先　

熊
本
県
地
域
振
興
部
文
化

企
画
課
九
州
芸
術
祭
文
学
賞
作
品

係
○
全
国
地
域
映
像
コ
ン
ク
ー
ル

応 

募
作
品　

▼
第
１
部
「
手
づ
く
り

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ソ
フ
ト
」
▼
第
２

部
「
地
域
映
像
ソ
フ
ト
」

応
募
締
切
日

　

７
月
31
日
（
月
）
必
着

応 

募
先　

地
域
文
化
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
協
議
会

※ 

応
募
方
法
や
募
集
要
項
な
ど
の
詳

し
い
こ
と
は
、
次
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

☎
（
24
）
１
１
０
１

菊
池
本
所

岩　

平　
　

平ひ
ら
や
ま山　

美よ
し
の
り徳

（
亡
母　
　
　
　

ア
ヤ
コ　

83
歳
）

迎　

町　
　

園そ

の

だ田　

文ふ

み

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

一か
ず
ひ
ろ公　

71
歳
）

東
正
観
寺　

小こ

す

み澄
と
よ
子こ

（
亡
子　
　

奥お
く
む
ら村　

和か

ず

こ子　

55
歳
）

中
西
寺　
　

藤ふ
じ
も
と本　

久ひ

さ

と人

（
亡
父　
　
　
　
　

敏と
し
ゆ
き之　

91
歳
）

片　

角　
　

竹た
け
が
わ川

勇ゆ
う
た
ろ
う

太
郎

（
亡
父　
　
　
　
　

國く

に

き喜　

94
歳
）

立　

門　
　

菊き
く
か
わ川

喜き

く

こ

久
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

博ひ

ろ

み水　

68
歳
）

木
柑
子　
　

黒く

ろ

だ田　

恭き
ょ
う
こ子

（
亡
夫　
　
　
　

不ふ

じ

や

二
哉　

78
歳
）

中　

原　
　

東
ひ
が
し　

　

節せ

つ

お男

（
亡
祖
母　
　
　

ア
キ
エ　

95
歳
）

北　

原　
　

糸い
と
お
か岡　

良よ
し
か
ず和

（
亡
母　
　
　
　
　
　

瑛え
い　

94
歳
）

北　

原　
　

長な

が

お尾　

吉き
ち
ろ
う朗

（
亡
母　
　
　
　

セ
ツ
コ　

82
歳
）

下
西
寺　
　

光み
つ
な
が永

ト
ヨ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

武ぶ

そ

う三　

86
歳
）

広　

瀬　
　

村む
ら
か
み上　

一か
ず
ゆ
き之

（
亡
母　
　
　
　

カ
メ
オ　

92
歳
）

長　

野　
　

栗く
り
は
ら原　

博ひ
ろ
あ
き昭

（
亡
母　
　
　
　

ヤ
ス
子こ　

85
歳
）

埼
玉
県　
　

永な

が

た田　
　

宏
ひ
ろ
し

（
亡
母　
　
　
　

フ
サ
エ　

90
歳
）

植
古
閑　
　

田た

な

か中　

健け

ん

や也

（
亡
母　
　
　
　
　

春は

る

え江　

87
歳
）

迎　

町　
　

明め
い
じ
ゅ受　

幸さ

ち

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

馨
か
お
る　

76
歳
）

原
細
永　
　

井い
の
う
え上　

丸ま

る

を雄

（
亡
妻　
　
　
　

キ
ヨ
子こ　

74
歳
）

横　

町　
　

倉く
ら
な
が永

政せ
い
じ
ろ
う

二
郎

（
亡
姉　
　

渡わ
た
な
べ邉

ト
シ
子こ　

76
歳
）

熊
本
市　
　

武む

と

う藤　

良り
ょ
う
い
ち一

（
亡
父　
　
　
　
　

秋あ
き
い
ち一　

91
歳
）

遊
蛇
口　
　

森も

り

た田　

精せ
い
い
ち一

（
亡
父　
　
　
　
　

浩こ
う
い
ち一　

92
歳
）

七
城
支
所

間　

所　
　

西に
し
ぐ
ち口

知ち

え

こ

栄
子

（
亡
母　
　
　
　

津つ

よ

こ

代
子　

80
歳
）

西　

郷　
　

増ま
す
な
が永　

元も
と
は
る晴

（
亡
妻　
　
　
　
　

順じ
ゅ
ん
こ子　

64
歳
）

清　

水　
　

古ふ
る
い
ち市　

国く
に
は
る治

（
亡
母　
　
　
　

ハ
ル
コ　

92
歳
）

台　
　
　
　

佐さ

と

う藤　

哲て

つ

や也

（
亡
妻　
　
　
　
　

陽よ

う

こ子　

74
歳
）

板　

井　
　

中な
か
も
と本

惠え

み

こ

美
子

（
亡
母　
　
　
　

フ
ジ
コ　

98
歳
）

清　

水　
　

秋あ

き

た田　

武た
け
ひ
さ久

（
亡
母　
　
　
　

マ
ツ
子こ　

83
歳
）

東
京
都　
　

田た

し

ろ代　

則の
り
ゆ
き行

（
亡
母　
　
　
　

ツ
ヨ
コ　

85
歳
）

五　

海　
　

上う

え

の野　

重し
げ
ひ
と仁

（
亡
母　
　
　
　
　
　

芳よ
し　

82
歳
）

山　

崎　
　

秋あ
き
お
か岡　

邦く

に

お男

（
亡
子　
　
　
　
　

邦く
に
ひ
ろ博　

58
歳
）

五　

海　
　

西に
し
む
ら村　

　

泰
や
す
し

（
亡
妻　
　
　
　
　

澄す

み

こ子　

76
歳
）

山　

崎　
　

緒お

が

た方　

安や
す
た
か孝

（
亡
母　
　
　
　

つ
や
子こ　

85
歳
）

岩　

瀬　
　

池い

け

だ田　

義よ
し
ふ
み文

（
亡
叔
母　

太お

お

た田
マ
サ
子こ　

92
歳
）

旭
志
支
所

岩　

本　
　

岩い

わ

ね根　

孝た
か
あ
き明

（
亡
父　
　
　
　
　
　

等
ひ
と
し　

87
歳
）

岩　

本　
　

牛う
し
じ
ま島

ツ
ヤ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

巖
い
わ
お　

77
歳
）

泗
水
支
所

久
米
一　
　

永な
が
ま
つ松　

正ま
さ
は
る治

（
亡
妻　
　
　
　
　

勝か

つ

こ子　

73
歳
）

田
島
一　
　

牧ま

き

の野　

政ま
さ
と
し敏

（
亡
父　
　
　
　
　

政ま

さ

お男　

76
歳
）

永　
　
　
　

荒あ

ら

き木　

安や

す

き喜

（
亡
妻　
　
　
　

マ
サ
エ　

92
歳
）

永　
　
　
　

有あ

り

た田　

洋よ

う

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

弘ひ
ろ
の
り則　

65
歳
）

平　

野　
　

立た
て
や
ま山　

篤あ

つ

お夫

（
亡
兄　
　

岩い
わ
し
た下　

敬た
か
ひ
ろ寛　

86
歳
）

上
高
江　
　

松ま
つ
う
ら浦

キ
シ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

武た
け
と
し俊　

75
歳
）

久
米
一　
　

小お

が

わ川
ケ
イ
コ

（
亡
夫　
　
　
　
　

國く
に
と
も友　

75
歳
）

福
本
二　
　

佐さ

さ

き

々
木
昌ま

さ
あ
き明

（
亡
妻　
　
　
　
　

貞さ

だ

こ子　

65
歳
）

永　
　
　
　

田た

し

ろ代　

優ゆ

う

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

政ま
さ
み
つ光　

55
歳
）

永　
　
　
　

坂さ
か
ざ
き崎　

祐ゆ

う

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

宏こ
う
ど
う道　

78
歳
）

７
月
の
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

香
典
返
し５

月
31
日
（
水
）
現
在

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人

な
ら
、
誰
で
も
ど
ん
な
問
題
で
も
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談

日
程
・
場
所

６
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

13
日
（
木
）

　

菊
池
市
福
祉
会
館

20
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

27
日
（
木
）

　

旭
志
老
人
憩
い
の
家

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

法
律
相
談
（
要
予
約
。
早
め
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

日
程
・
場
所

　
　

６
日
（
木
）

　
　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
）　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
老
人
憩
い
の
家
）

☎
（
37
）
３
７
０
８

• 

泗
水
支
所
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

「
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
」
で

救
急
法
の
実
技
指
導
を

行
い
ま
す

ク
ッ
キ
ン
グ

　
（
ク
ッ
キ
ー
作
り
）

参
加
者
募
集

防
衛
庁
職
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

青
少
年
長
期
自
然
体
験
活
動

推
進
事
業

「
ジ
ュ
ニ
ア
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

参
加
者
募
集

○犬の放し飼いはやめましょう
○ふんの始末は飼い主の責任です
○犬・ねこなどを捨てないで
○ 犬・ねこの習性などを理解して
正しく飼いましょう

○ 生後 91日以上の犬の飼い主に
は、生涯１回の犬の登録と毎年
１回の狂犬病予防注射が法律で
義務付けられています
問い合わせ先　環境課　または
　　　　　　　各総合支所民生課

　昨年から小学校低学年の子どもが、学校帰りに被害
者となる悲しい事件が多発しています。
　そこで、子どもたちの下校時の安全を図れないかと、
隈府小学校PTAでは地域防犯ボランティア「隈府小
こどもみまもり隊」の発足を計画しています。
　募集対象は、子どもが下校する午後３時から午後７
時ごろの時間帯に隈府校区内を散歩できる人です。
　最初に、不審者を発見した時の対応や危険な目に合
わないための研修指導を受け、後はおそろいのユニホ
ームを着用して通学路などを散歩し、事件・事故など
の抑止活動に取り組んでいただきたいと考えていま
す。
　普段からよく散歩する人、ボランティア活動に興味
のある人など、多数の皆さんの参加お待ちしています。
募集期間　７月 20日（木）まで
申し込み先　隈府小学校事務・草場　☎（25）2197
問い合わせ先　隈府小学校PTA会長・柴田
　　　　　　　☎ 090（8912）5978

職員組合
事 務 所

収入役室

会計窓口

宿直室

会議室

市民部
福祉課

市民部
環境課

市民部
地域包括支援課

玄関

ホール

相談室相談室
経済部
農林振興課

経済部
農林整備課

経済部
商工観光課総務部税務課

会計課 市民部
市民課

市民部
健康福祉課
健康推進課

市民部
子育て支援課

玄関ポーチ

市民部
生きがい推進課

階　段

トイレ

企画部
情報企画課
（電算室）

防災無線室電　話
交換室トイレ

お
わ
び
と
訂
正

「隈府小こどもみまもり隊」

地域防犯ボランティア 隊員
募集
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６月の行事予定

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

６月18日

七城うえの医院 菊池市 （25）7070 松岡耳鼻咽喉科医院 菊陽町 096（232）5011

たしろクリニック 大津町 096（340）3220 わたなべ歯科医院 合志市 096（215）5701

菊池中央病院 菊池市 （25）3141

25日

郷胃腸科内科クリニック 菊池市 （38）2121 黒川産婦人科医院 菊池市 （25）1071

野上医院 菊陽町 096（232）1992 宮川歯科医院 合志市 096（248）5524

城間クリニック 菊池市 （25）2506

菊池 七城 旭志 泗水

15 木

ポリオ予防接種
13：30～14：00
旭志老人憩いの家

第４回全日本ジュニア選手権大会　菊池市斑蛇口湖ボート場　～18日まで

16 金
１歳６カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

男女共同参画専門委員相談　13:30～16:30　文化会館

17 土

18 日

19 月
健康相談
9：30～10：30
旭志総合支所

20 火
育児教室　9：30～10：00　西部市民センター

ポリオ予防接種
13：30～14：00　文化会館

21 水
すくすくクラブ
10：30～12：00
児童センター

３歳児健診
13：30～14：00
七城多目的研修センター

22 木
１歳６カ月児健診
13：30～14：00
泗水公民館

23 金 ３歳児健診
13：10～13：30　文化会館

24 土 ビーズで作ろう
10:00　児童センター

25 日

26 月
健康相談　9：30～10：30
七城多目的研修センター

育児相談　9：30～10：30　泗水公民館

27 火 ２歳児歯科健診　13：30～14：00　文化会館

28 水
すくすくクラブ
10：30～12：00
児童センター

１歳６カ月児健診
13：30～14：00
旭志老人憩いの家

29 木 BCG予防接種
13：30～14：00　文化会館

30 金

７/１ 土


